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「教会元気プラン」後の今 ～枝光教会の場合～
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　　　　　　　　　　 連盟宣教部長 松藤一作(大宮) 
�新たな協力伝道のモデルとして 
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     全国支援・地域協働プロジェクト「宣教支援センター」の4年目に入った働きを通して、           
  北九州地方連合に連なっている28の教会が生き生きと教会を形成し、主にある恵みを地 

域に向けて証ししておられることと思います。こうした取り組みが全国諸教会や地方連合に、協力伝道の
持つ可能性と豊かさを示すものとなっていることを、宣教部としても感謝しています。 
 さて日本バプテスト連盟は昨年、結成70年を迎えました。結成直後は、米国からの篤い祈りと捧げもの
を受けて、全国各地に教会が立てられていきました。また、1970年代に入ると、米国からのサポートを絶っ
て自給自立路線に移行しましたが、高度経済成長の名残と、新宿にあった連盟事務所の売却に伴う膨大な
基金・資金を背景に、連盟の協力伝道は、なおも「拡張・増強」を目指して歩んできました。 
 こうした基金・資金もすでに底をつき、これからは諸教会・伝道所が献げて下さる協力伝道献金だけを原
資として連盟の働きが進められていきます。これまでのような、潤沢な資金を活用していく時代は終わり
ました。いよいよ「諸教会の、諸教会による、諸教会のための」協力伝道へ移行していくのです。 
 連盟の働きを担う連盟事務所も、もはや基金・資金時代のような“盛りだくさん”のプログラムを展開する
ことは出来ません。一方、諸教会・伝道所は多くの課題に向き合い、何らかの支えを必要としています。
こうした時代の中で、地域のネットワークがますます重要になってくると感じています。今後、連盟と連
合が互いの役割と特色を活かし合いながら協働していけることを願っています。北九州連合における宣教
支援センターの働きは、こうした新たな協力伝道の在り方のモデルケースであり、先取りだと理解してい
ます。 
 プロジェクトの後半に向かっていく今年、北九州連合の皆さまが、その思いを新たにしていける一年とな
りますようお祈りしています。

郵便振替 01590-7-3255 　加入者名　バプテスト北九州地方連合 
通信欄に「宣教支援センター支援献金」と明記してください。 
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　連合では伝道委員会と宣教支援センターの共催で、
2016年1月から「教会おじゃましますプロジェクト」
と称して、月１回、連合加入教会を訪問し合う行事
を続けてきました。 
　北九州地方連合は全国13地方連合の中でも、教会
どうしの距離が近く、特急列車や高速道路を使えば、
北九州市中心部から2時間30分以内で移動すること
ができます。「いっぽプログラム」ではパートナー
教会を決めての相互交流を行いましたが、「教会お
じゃましますプロジェクト」では、連合加入教会を
訪ね合うことを通して、それぞれの宣教地を知ると
ともに、諸教会の皆様方に連合の存在を身近に感じ
ていただくことを主な目的としました。 
　実際に訪問させていただく中で、主事の立場から
二つのことに気付きました。 
　一つは、いずれの教会にも、地道に会堂を守って
おられる方がたがおられるということです。日常の
会堂清掃、花壇や垣根の手入れ、掲示板の張替えな
ど、忠実に仕えている方がいてくださるからこそ、
来会者を自信を持ってお迎えすることができます。
「教会おじゃまします」の会場教会になることは、
礼拝者を迎えることを意識するための、絶好の機会
になったのではないかと思います。 
　二つ目に、北九州市から遠い教会、そして小さな
教会ほど、参加者が集まりやすかったということが
言えます。そこには「どんな教会なのか」という純
粋な興味・関心があったのではないかと思います。
もっと言えば、教会の行き帰りを含めて一つの娯楽
になっていたように思うのです。　　 
　性別も世代も考え方も異なるお互いが、共通の娯
楽を見い出すことは容易なことではありません。た
だ自分が楽しむだけでなく、相手を喜ばせることが
できる。私がお世話になっている東八幡教会の中で
も「教会おじゃましますプロジェクト」に参加する
ことを、ご自分の出番と思ってくださっていた方が
何人もおられました。 
　5月19日(土)シオン山教会で行われた伝道委員会
で、いよいよ今年7月から、3か月に1回のペースで
「教会おじゃましますプロジェクト」Part２を始め
ることが決まりました。今回は近隣教会との協働に
取り組んでいる教会を訪問させていただいて、地域
協働のメリットについて具体的なお話を伺う機会に
したいと考えています。詳しいことが決まり次第、
ご案内いたします。どうぞご期待ください。 

(主事　齊藤弘司) 

宣教支援センター4年目を迎えて 
～「教会おじゃまします Part2」に向けて～
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